

















































































































心と納得を左右する要因―平成 23 年 3 月」首都大学東京機関リポジトリ，8 頁
（24） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 1・2号　（通巻 39 号）― 24 ―
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では、アルツハイマー病は脳血管障害型とともに認知症の双璧といえる。1901 年 11 月 25 日、
フランクフルトの精神病院に女性が入院した。女性の名前は、アウグステ・データー（Auguste 
Deter）である。記憶障害や見当識障害（どこにいるかわからない）、などを訴えていた。その

































査は東京都によって、2008 年 2 月下旬から 3 月にかけて実施されたものであり、調査対象者








（28） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 1・2号　（通巻 39 号）― 28 ―
（8）
































ビスわだち製作所」（以下、「わだち」と略記）、2013 年５月 22 日午後 6 時 30 開始、21 時終了















































































（32） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 1・2号　（通巻 39 号）― 32 ―
（12）
　2008 年 11 月、「特定非営利活動法人たまな散歩道」が設立される。翌 09 年に「デイサービ
スセンターわだち」（玉名市）、11 年に若年認知症者を分けるために「デイサービスわだち製
作所」（荒尾市）が開設される。14 年現在の利用者、男性 8 名・女性 7 名、56 歳 1 名・60 歳 2 名・
























































（34） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 1・2号　（通巻 39 号）― 34 ―
（14）
　そこで、「流動性知能」と「結晶性知能」の概念が、その課題へのアプローチには適切である


























































































































（38） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 1・2号　（通巻 39 号）― 38 ―
（18）
　2000 年のデータによれば、445 グループでの「生活問題領域」と「病気領域」との割合いは、


















者Ｆ . テンニース（Ferdinand Tönnies）を想起されるであろう。ここでは Gemeinschaft は「集団」
と訳した。その所以は以下の通りである。Gemeinschaft は英語では community、Gesellschaf は
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